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令和 8年２月 1日発行 

《開館時間》 

 平日 9時～21時 土曜 9時～17時 

《今後の休館日》 

２月 1、8、11、15、22、23 

３月 1、8、15、20、22、29 

第１・３火曜日は古紙回収 
 ２月の回収 3日・17日  
  ※朝９時までに出して下さい 

◎中島地区 

  Ｙショップむらかみ前 
渋谷さん宅前歩道 
岡本ビル前(まつや食堂となり) 

     
◎中島市民センター古紙受付時間 
 平日 9時～20時 30分  

 土曜 9時～16時 30分 
 日曜日・祝日はセンター休館の為受付できません。  

生涯学習市民講座 中島ときめき講座 

北九州市消防音楽隊演奏会 

日 時 ： 3 月 13日（金） 

11：00～11：40 
講 師 ： 北九州市消防音楽隊 

定 員 ： 50 名 

受 付 ： ２月 16 日(月)より 

場 所 :  中島市民センター 多目的ホール ≪お問い合わせ≫ 中島市民センター ☎ 931-8370 

日 時：2 月 19 日（木） 

     10：00～11：30 

場 所：中島市民センター2 階 和室（大） 

★中島市民センターフリースペース★ 

【中島ポッポひろば】 

日 時：2 月 19 日(木) 

    10：00～12：00 

場 所：中島市民センター多目的ホール 

≪センターからのお知らせ≫ 

◎2 月 27 日（金）館内全室ワックス清掃の為、

センターのご利用を控えさせていただきます。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

≪お問い合わせ≫ 中島市民センター ☎ 931-8370 

栄養士さん

が来ます！ 

◎吉野町地区 
  理容マツナガ右横 

サンライフ小倉 

◎香春口地区 
三萩野街園 
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消防音楽隊の音楽を通じて

防災意識を高めましょう♬ 

人権市民講座 
「心温まる演奏会」 

日 時 ： 2 月 7 日（土） 

11：00～12：30 
講 師 ： 「サンクス」 

      代表 久藤 高久 氏 他 3 名  

定 員 ： 30 名 

受 付 ： 随時 

場 所 ：中島市民センター 多目的ホール 

心温まる音楽を聞いて、思いやり

の心を育てましょう。 

旧小倉市制 125周年記念事業 

『ひなまつりスタンプラリー』 
 

小倉北区（21 館）、南区（24

館）の各市民センターにひな飾

りや、つるし飾りなどを展示しま

す。2 月 3 日（火）～3 月 3 日

（火）に全 45 館のスタンプを集

めた人の中から、抽選で記念品

を進呈。スタンプカードは２月 3

日から小倉北区、南区の各市民

センターで配布。 

問い合わせ 小倉北区役所 

コミュニティ支援課 

 

✿R７年度 福岡県公民館実践交流会✿ 

1 月 22 日(木)宗像ユリックスにて福岡県公民館実践交

流会が開催されました。公民館実践交流会とは、公民館・

コミュニティ施設等の関係者が各地域における実践活

動の成果や課題について情報交流を深め、今後の活動を

一層充実させることを目的としたものです。今回は中島

市民センターで活動している「中島ポッポひろば」につ

いて山口館長が発表しました。「子育てが大変な中にも

親子が喜びや幸せを感じ、中島校区に住んで良かったと

思えるような温かい支援を目指す」ことを山口館長の優

しい口調で語られ、館長の想いがひしひしと伝わる事例

発表となりました。 


